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一ＣＯＥ研究員研究概要一

曰本産イモリ類3種の遺伝的分化

富永篤(種の多様性研究グループ゜2007年４月～2008年10月）

いると壱Fえられた｡シ|｣ケンイモリの各個体群で壜

伝的多様性を比較した結果､沖縄群内では中北部

の個体群の多様性が高く､中北部地域に固有の系

統が見られること､南部や離島の個体群は多様'|生

が低く､固有の系統も見られないことが明らかと

なった｡これらのことから南部と離島の個体群は、

中北部から南部､離島に分布を拡大した系統に由

来する可能性が考えられ､このことは沖縄島南部

が－度海に沈んだという沖縄島の地史とも符合

するように思われた。

別属のイポイモリついても沖縄諸島内での遺

伝的な分化を調査した｡本種の分化程度は同諸島

内でのシリケンイモリの分化程度よりも低かった

が、北中部の集団の万が南部や離島の集団よりも

多様''１生が高いことは類似していた｡このことは両

者が同一地域でも異なる進化史を歩んできたこ

とを示唆する－万で､沖縄諸島に広く分布する両

種にとっても､沖縄島北中部の森林地帯がそれら

の遺伝的多様'|'生の維持の観点で重要な役割を果

たしてきたことを示唆する。

曰本には､本ﾘlNから九ﾘ''１|に分布するアカハライ

モリ(Cynopspymogasfer)､琉球列島に分布する

アカハライモリの近縁種のシリケンイモ|」(Ｃ

ｅ"s/caUda:図1)､そして同じく琉球列島に分布す

る別属のイポイモリ(Ech/ｎｏ師fonande/Son/:図2）

の合計3種のイモリが生息している｡イモリ類は他

の両生類と同様に海峡を越えた分散が難しく､移

動能力も乏しいために島の生物地理の題材として

面白い動物といえ､この仲間の進化史解明は曰本

の生物の多様性研究に大きく貢献すると考えられ

た｡そこで本研究では曰本産イモリ類3種の分子

系統解析を行い､それらの進化史を推定した｡ま

ず､アカハライモリとシリケンイモリを含むイモリ属

の系統解析の結果､アカハライモリ内では東北と

関東に分布する束曰本群がまず残りの集団から

分けられ､残りの集団は中部､関西の中曰本群と

中国､四国､九ｌ''１の西曰本群に区分された｡－万、

シリケソイモリは奄美諸島の奄美群と沖縄諸島の

沖縄群に区分された｡分化年代を推定した結果、

この属は会から1000万年以上前の中新世には曰

本で分化しはじめ､各地域集団が長い間地理的に

隔離されることにより現在の遺伝的多様'|'生が形成

されたと考えられた｡曰本産イモリ属2種全体の分

化の傾向として､同程度の面積当たりの遺伝的多

様''１生の程度は南の群ほど高い傾向が見られ､更新

世の氷期による寒冷化で北部の群ほど分布域の

縮小と個体群サイズの低下による瓶首効果の影

響を強く受け､遺伝的な多様I|'生を失った可能ｌｌＩ生が

示唆された｡シリケンイモリの各群内での分化程

度は沖縄群の方が大きく､沖縄群は沖縄島北部で

分布域を重ねる2亜群にさらに分けられた｡これら

の2亜群は､はじめ異所的に分化した集団が二次

的に分布を重ねたものと推定されるが、補足的に

行ったアロザイム分析では2亜群が区別されない

ことから､現在は－つの任意交配集団を形成して
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図1･沖縄島のシリケンイモリ

図2･沖縄島のイボイモリ
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